
月

、

の
両
日
、
三
沢
市
で
日

10

22
23

本
平
和
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
１

５
０
０
人
が
参
加
、
軍
事
基
地
と
平
和

の
問
題
を
中
心
に
、
戦
争
法
廃
止
の
課

題
、
自
衛
隊
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
・
駆
け

付
け
警
護
等
の
危
険
性
を
取
り
上
げ
て

討
議
・
学
習
し
、
軍
事
基
地
に
反
対
し

平
和
の
共
同
を
広
げ
よ
う
と
確
認
し
ま

し
た
。

三
八
地
区
か
ら
は
、
実
行
委
員
会
を

結
成
し
て
取
り
組
み
、
自
家
用
車
相
乗

り
で
、
の
べ
１
６
０
人

が
参

加

し
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
ス
に
よ
る
三
沢
基
地
調
査

の
ガ
イ
ド
や
空
港
屋
上
で
の
説
明
役
、

受
付
・
分
科
会
担
当
な
ど
の
任
務
を
引

き
受

け
、
集

会

成

功

に
貢

献

し
ま
し

た
。
以
下
は
、
高
教
組
三
八
支
部
・
田

村
儀
則
さ
ん
の
報
告
か
ら
。

開
会
集
会

開
会
集
会
で
は
、
元
自
衛
官
が
迷
彩

服
で
登
場
し｢

駆
け
付
け
警
護
は
、
必

ず
人
を
殺
す
こ
と
に
な
る
。(

そ
の)

最

初
の
自
衛
隊
員
を
青
森
か
ら
出
し
て
は

い
け
な
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
、
伊
波
洋
一
参
院
議
員(

沖
縄)

、
高

橋
千
鶴
子
衆
院
議
員(

日
本
共
産
党)

、

田
名

部
匡
代

参
院

議
員(

民

進
党)

が

あ
い
さ
つ
。
基
地
問
題
、
戦
争
法
・
駆
け

付
け
警
護
問
題
、
立
憲
主
義
破
壊
の
安

倍
政
権
の
暴
走
を
糾
弾
し
ま
し
た
。
横

須
賀
在
住
の
リ
ラ
ン
・
バ
ク
レ
ー
監
督
の

現
地
取
材(

三
沢
基
地
、
青
森
駅
前)

映

画
上
映
で
は
、
イ
ラ
ク
爆
撃
に
つ
い
て
、

｢
(

爆
弾
が
投
下
さ
れ
れ
ば)

学
校
も
病

の
ピ

ス
パ
レ

ド

日

ー

ー

23

院
も
破
壊
さ
れ
る｣

と
淡
々
と
答
え
る

米

軍

兵

士

の
姿

が
映

し
出

さ

れ
ま
し

た
。
青

森

、
宮

城

、
福

島

、
京

都

、
埼

玉
、
東
京
、
沖
縄
か
ら｢

基
地
は
い
ら
な

い｣

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
日
目
は
多
彩
な
テ
ー
マ
で

の
シ

10

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
３
分
科
会
で
は
、
奥
村
県
労
連

議
長
、
奥
本
菜
保
巳
前
三
沢
市
議
、
千

坂
平
和
委
員
会
事
務
局
長
ら
が
発
言
。

米
軍
三
沢
基
地
撤
去
の
世
論
と
運
動

を
ど
う
つ
く
る
か
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
三

沢
市
民
と
し
て
の
観
点
、
青
森
県
の
問

題
意
識
、
全
国
か
ら
見
た
青
森
県
の
運

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
11

月

日
、
八
戸
市
と
の
懇
談
を
行
い

人

22
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が
参
加
し
ま
し
た
。
事
前
に
提
出
し
た
２

０
１
６
年
度
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
求
書
へ

の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
後
、
国
保
や
介
護

保
険
、
医
療
、
生
活
保
護
等
に
つ
い
て
、
や

り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
回
答
の
中
で
市

側
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
入
院
に
つ

い
て
は
今
年
４
月
か
ら
「
高
校
生
に
相
当

す
る
年
齢
」
ま
で
拡
充
し
た
こ
と(

自
己
負

担
分
の
助
成)

ー
大
き
な
成
果
、
通
院
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
と
述
べ
ま

し
た
。
交
渉
団
は
、
三
八
管
内
の
他
の
町

村
す
べ
て
で
入
院
・
通
院
と
も
助
成
が
実

現
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
な
る
充
実

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
交
渉
団
か
ら
、
国

保
税
の
減
免
申
請
書
類
を
分
か
り
や
す

い
場
所
に
置
い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ

な
や
り

を

し
た
い

、
簡
単

方

検
討

動
の
改
善
点
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
集
会
と
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド

時

分
か
ら
三
沢
市
中
央
公
園

13

30

で
閉
会
集
会
を
開
催
。
自
衛
隊
員
を
家

族
に
持
つ
富
山
正
樹
さ
ん
が｢

何
か
し

な
け
れ
ば
絶
対
後
悔
す
る
。
若
者
を
青

森
か
ら
南
ス
ー
ダ
ン
に
行
か
せ
て
は
な

ら
な
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青

年
を
リ
ー
ダ
ー
に
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
コ
ー
ル
と
「
軍
事
同
盟
で
は
な

く
、
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
な
日
本
と

ア
ジ
ア
を｣

等
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
行

進
し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

と
答
え
ま
し
た
。

八
戸
市
と
の
懇
談

懇
談
終
了
後
、
今
年
４
月
か
ら
は
じ
め

ら
れ
た
後
期
高
齢
者
ド
ッ
ク(

国
保
ド
ッ
ク

と
同
じ
健
診
項
目
、
自
己
負
担
５
０
０
０

円)

の
受
診
者
数
に
つ
い
て
担
当
者
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
毎
月
１
０
０
人
程
度
の
受
診

が
あ
り
、
多
い
。
こ
れ
ま
で
は(

国
保
ド
ッ
ク

に
比
べ
て)

健
診
項
目
が
少
な
く
て
不
安
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

月

日
は
階
上
町
と
南
部
町
、

10
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11

月

日
は
新
郷
村
と
田
子
町
、

月

2

11

9

日
は
五
戸
町
と
三
戸
町
を
訪
問
し
ま
し

た
。
各
町
村
で
は
、
新
し
い
介
護
予
防

事
業(

介
護
予
防

日
常
生
活
支
援
総
合

・

事
業)

が
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い

か
と
い
う
不
安
や
自
治
体
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
の
レ
ベ
ル
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
等
の
話
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

五
戸
町
で
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
今

年
８
月
か
ら
通
院
も
中
学
生
ま
で(

入
院

は
前
か
ら)

に
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
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こ
の
法
案
は
、

物
価
が
上
が
っ
て

(1)

も
賃
金
が
下
が
れ
ば
賃
金
に
合
わ
せ
て

マ
イ
ナ
ス
改
定(
平
成

年
４
月
実
施)

33

を
行
う
、

年
金
削
減
の
仕
組
み
で
、

(2)

物
価
下
落
時
な
ど
に
削
減
し
切
れ
な
か

っ
た
分
を
翌
年
度
以
降
に
持
ち
越
す
制

度
を
導
入
す
る
、
と
い
う
も
の
。

既
裁
定
者
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
原
則

な
の
に
、
図
①
～
③
の
よ
う
に
、
賃
金

上
昇
率
が
物
価
上
昇
率
を
下
回
る
場

合
は
賃
金
ス
ラ
イ
ド
に
す
る
、
図
④
の

場
合
は
、
賃
金
が
上
が
っ
て
も
物
価
が

下
が
っ
た
と
き
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
年

金
を
下
げ
る
と
い
う
の
が

の
内
容
で

(1)

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
年
金
カ
ッ
ト
！

ま
た
、

は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

(2)

つ
い
て
で
、｢

前
年
度
ま
で
の
未
調
整
分

を
含
め
て
調
整(

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー)｣

す
る
も
の
で
、
物
価
が
上
が
ら
ず
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
物
価
が
上
が
っ
た
年
に

年
分

2

(

％×

２)

を
削
減
す
る
と
言
う
も
の

1.2

(

物
価
次
第
だ
が
３
年
分
削
減
も
！)

。

こ
れ
以

上

年

金

を
削

減

す

る
こ
と

は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
経
済
に
も
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
年
金
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
消
費

に
ま
わ
り
、
と
く
に
高
齢
者
の
消
費
支

出
が
経
済
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
地

方
経
済
に
与
え
る
影
響
は
深
刻
。
消
費

が
冷
え
込
め
ば
、
地
域
の
雇
用
や
経
済

に
も
打
撃
と
な
り
、
現
役
世
代
の
収
入

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。
際
限
の
な
い

年
金
削
減
を
強
行
す
る
年
金
カ
ッ
ト
法

案
を
阻
止
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
！

全
医
労
八
戸
支
部

い
い
・
い
ち
に
ち
行
動

月

日
全
医
労
八
戸
支
部
は
、
全
国

11

11

統
一
行
動
と
し
て「
い
い
一
日
行
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
労
働
者
と
し
て
の
権
利
を
知
ら

な
い
事
は
、
上
司
の
耳
を
疑
う
よ
う
な
発
言

が
あ
っ
て
も
お
か
し
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
自
分
達
を
守
れ
な
い
と
考
え
、
今
年
度

は「
権
利
を
知
ら
な
き
ゃ
損
を
す
る
」
と
題

し
て
、
全
医
労
本
部
作
成
の「
み
ん
な
の
権

利
ノ
ー
ト
」
を
参
加
者
全
員
に
配
布
し
、
年

次
休
暇
や
特
別
休
暇
、
超
過
勤
務
、
子
育
て

支
援
制
度
、
介
護
支
援
制
度
に
つ
い
て
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
は

名
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
漬
物
な

35

ど
を
振
る
舞
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
食
べ
な
が
ら
、
日
頃
、
不
満
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
職
場
の
悩
み
な
ど
多
く

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
組
合

員
が
思
っ
て
い
る
事
を
聞
く
良
い
機
会
と
な

っ
た
こ
と
や
、「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
何
か
あ

っ
た
ら
組
合
に
相
談
し
よ
う
」
と
意
思
統
一

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
で
も

多
く
の
方
を
仲
間
に
迎
え
、
組
合
の
力
を
結

集
す
る
大
切
さ
を
話
し
合
い
、
活
気
の
あ
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
職
場
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
頑
張
ら
な

く
て
は
と
奮
い
立
た
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ど
う

す
る
核
の
ご
み
！
全
国
交
流
集

会

岩
手
の
報
告

in原
発
再
稼
働
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ど
う
す
る
核

の
ご
み
！
全
国
交
流
集
会

岩
手
が
、

in

月

日
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
八
戸
か

11
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ら
５
人
が
参
加
し
た
。

伊
東
達
也
筆
頭
代
表
委
員
が
基
調
報

告
を
行
い
、
３
・
１
１
後
の
情
勢
（
被
災
県

民
の
切
り
捨
て
政
治
、
原
発
再
稼
働
へ
の

暴
走)

と
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終

処
分
の
問
題
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
現
地
調

査
、｢

原
発
・
核
燃
か
ら
の
撤
退｣

の
合
意

形
成
に
向
け
て
、
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。

鹿
児
島
、
福
井
、
新
潟
の
特
別
報
告

は
、
三
反
園
知
事
誕
生
を
め
ぐ
る
経
緯

や
、
原
発
裁
判
の
状
況
の
変
化
、
新
潟
シ

ョ
ッ
ク
等
で
、
興
味
深
く
聞
い
た
。

記
念
講
演
は｢

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
処
分
を
め
ぐ
る
日
本
学
術
会
議
の『
回

答
』
と
『
提
言
』
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
行
わ

れ
た(

東
工
大
名
誉
教
授
今
田
高
俊
氏)

。

提
言
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分

に
関
す
る
行
き
詰
ま
り
の
要
因
を
、
超
長

期
に
わ
た
る
安
全
性
と
危
険
性
の
問
題
へ

の
対
処
へ
の｢

科
学
的
知
見
の
限
界｣

と
、

原
子
力
政
策
に
関
す
る
合
意
が
欠
如
し

た
ま
ま
最
終
処
分
地
選
定
と
い
う
問
題

が
先
行
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
述
べ

て
い
る
。
今
田
氏
は
、
状
況
打
開
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て｢

暫
定
保
管｣

と｢

総
量

管
理｣

の
二
つ
を
あ
げ
、
こ
の
二
つ
を
柱
に

政
策
的
枠
組
み
を
再
構
築
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
説
明
し
た
。
暫
定
保
管
に
つ
い

て
は
、

年
を
一
区
切
り
と
考
え
て
い
る

50

こ
と
、
暫
定
保
管
施
設
の
設
置
や
最
終
処

分
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
も｢

負
担
公

平｣

の
観
点
、
近
隣
自
治
体
の
意
向
の
反

映
を
、
と
説
明
し
た
。

質
疑
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
扱
い
は
未
定

(

ア
メ
リ
カ
の
核
政
策
と
の
関
わ
り
が
あ
る)

と
述
べ
た
。

討
論
で
は
、
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
か
ら
の
発
言
が
多
か
っ
た
。
六
ヶ
所
再

処
理
施
設
と
女
川
原
発
に
は
さ
ま
れ
、
危

険
な
の
に
発
言
権
が
な
い
と
い
う
岩
手
の

気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
。
核
燃
黙
っ
ち
ゃ

お
ら
れ
ん
津
軽
の
会
事
務
局
長(

弘
前
大

学
教
員)

か
ら
は
、
会
の
活
動
報
告
と
合

わ
せ
て
、
今
年
か
ら
理
工
学
部
に
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
学
科
を
開
設
、
福
島
か
ら
の
学

生
も
い
る
、
各
地
か
ら
学
び
に
来
て
ほ
し
い

(

新
岡)

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

【
当
面
の
日
程
】

月
９
日

年
金
裁
判
、

:

青
森
地
裁

12

13
30

働
き
す
ぎ
・
不
払
い
残
業
な
く

せ
！
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

月

日
戦
争
法
廃
止

日
行
動

12

19

19

:

三
日
町
交
差
点
付
近

13
30

月

日
～
１
月
３
日

事
務
局
閉
鎖

12

29

１
月
６
日

６
・
９
行
動
、

:

コ
ー
プ
る
い

11
00

け
店
・
予
定

１
月

日

地
労
連
幹
事
会
⑥
、

:

10

18
30

１
月

日

地
労
連
旗
び
ら
き
、

:

13

18
30

友
の
会
福
祉
会
館

企
業

行
動

１
月

日

ブ
ラ
ッ
ク

な
く
せ

15

ー

店(

予)
:

コ

プ
る
い
け

11
00


